
沿岸重要漁業資源委託調査
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イワν類，アジ，サパ，スノレメイカ等の沿岸重要漁業資源の合利的利用および漁況予測に資する

ため，これらの資源調査を実施する。

E 調査内容と方法

魚体調査

イワν類 調車色

期間

調査地

期間

調査う也

マアジ類

サパ類

館ケ沢，船岡

6_ 1 2月

睦ケ沢

1 0月

韓ケ沢

期間- 6 -1 0月

スルメイカ 調査地~偲ケ沢

期間- 8-1 1月

調査方法の紹榔については，沿岸重要漁業資源調査要綱によるo

E 調査結果

調査結果の詳細は昭和 38年度沿岸重要漁業資源委指周査経過報告(イワジ類 一 東海区水研

委託関係，マアジ，マサパ，スルメイカ 一 日本海区水研委託関係)に記載のとおりであるが，

概要は次のとおりである。

1 調査尾数

マイワジ

クノレメイワν

カタクチイワジ

マアジ

マサパ

カJ1
 
メ

計

レ
E

ノス

多項目調査 35 0尾 パンチシグ調査 91 9尾

11 1 1 1尾 JJ 274尾

JJ 2 9 6尾 JJ 735尾

籍 4 0尾 JJ 214尾

JJ 120尾 11 554尾

E 150尾 11 303尾

11 1.0 6 7尾 B 2.9 9 9尾

各調査地における各調査日に水揚げされた各魚種の体長組成等はつぎのとおりである。

I イワ ν類
1. マイワ ν
i ) 体雨量織(第 1表参賊)
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マイワνは主として和船巾着網により漁獲されたもので，大羽マイワνについてみる

と，昨年では 6月以降に 17 -1 8cmにモードを有する群が漁獲されたのであるが，

本年では 6月に 16. 5 _ 1 7 cm， 7月で 19 _ 2 1 cm， 8. 9. 1 0月上旬で 18-

1 9.5 cm. 1 0月下旬以降では 2Ocm以上の大型辞が調査の対象となった。

中羽マイワ乙/は. 1 O}j 1回の襟本であるが，モードは 11 cmにあり，明らかな 1峰

を有している。

ii) 肥満度
3 . _ 3 ノー

BWー (SW+GW)/BL- X 10 により検討を汀った結呆本年のマイワνは 9.5

_ 1 9.5 cmの聞に分布し. 7月に最大となり. 8}jに最小となっている。

第 1 表 マイワν体長組成

場 所 睦 ケ 沢 船岡

月 日 627 7.13 722 8. 5 821 827 9. 9 9.30 10. 4 1051 11. 7 1021 

蒜ト¥尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数
1 0.0 2 

1 0.5 11 

1 1.0 21 

1 1.5 13 

1 2.0 5 

1 2.5 
1 3.0 
1 3.5 
1 4.0 
1 4目5
1 5.0 
1 5.5 5 

1 6日 7 
16.5 28 5 4 

1 7.0 32 ι 8 4 4 2 
1 7.5 15 1 7 ? 3 13 ? 13 7 2 
18.0 5 2 5 17 6 38 17 22 19 2 
1 8.5 1 12 24 5 19 36 26 30 5 
1 9.0 12 21 8 8 22 24 18 5 10 

19.5 2 20 6 6 4 5 10 11 7 5 

20.0 2 ι 23 4 5 2 2 1 7 5 12 
20.5 5 8 4 8 4 5 12 10 

21.0 2 7 5 5 2 2 7 B 

21.5 1 1 7 1 8 5 

22.0 5 5 5 

22.5 1 1 

23.0 2 
23.5 
24.0 

言十 91 20 104 1日日 45 100 100 100 10日 46 63 50 

平 均 17.12 205 2063 1870 1959 18.44 18皮 19.10 19日日 20.96 21.16 1129 

標準偏差 082 0.98 034 0.31 1.05 091 日β1 068 087 1.00 1.17 0.47 
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2 クノレメイワ乙/

i ) 体長組成(第2表a参照)

大型クノレメイワν 8月には 17. 5 - 2 3. 5 c:mの聞に分布，モードは 20-21.5

仰に見られる。?月では 20 c旬以下の小型群が消失し，モードは 21.5-

2 2cmに見られる。

小型クノレメイワレ : 第 2表 b参照. 1 0月上旬では 7.5 - 1 0.5仰の聞に分布し.

9.5-1 0 c:mにモードが見られる。下旬になると 9.0- 1 1.5仰に分布し，

9.5-1 0仰にモードが見られる。

ii) 肥満度

分布範囲は 11. 0 - 1 4. 5cmにあり， 8. 9月の調査では♀3差が認められ，♀>o
となっている。文8月より?月と漸婚の傾向が見られる。

第 2 表 クノレメイワν体長組成

(a) (b) 

場 所| 館 ケ 沢 場 所 船 岡

月 日 8. 9 9.1 1 月 日 10. 4 1 0.21 

議旨---- 尾 数 尾 数 話;n-_ 尾 数 尾 数

17.5- 1 7.5- 1 

18.0- 2 8.0-

1 8.5 5 8.5- 3 

19.0- 4 9.0- 2 2 

1 9.5 2 9.5- 8 1 2 

20.0- 18 5 10.0- 5 32 

20.5- 16 14 10.5- 2 6 

21.0- 1 5 1 8 1 1.0-

21.5- 22 28 11.5-

22.0- 6 24 計 21 53 
22.5- ι 1 0 

23.0- 2 2 
平 均 9.68 1 0.1 9 

23.5- 1 標準偏差 0.74 0.45 

24.0_ 

24.5-

計 100 f日日

平 均 20.99 2 1.73 

標準偏差 1.1 7 0.69 
」一一

3. カタクチイワ乙/

i) 体長組成(第五表参照)

昭和 37年， 1 1月 3回の調査結果についてみると， 5. 5 - 1 1. 5 c:mの聞に分布

し，日増しに小型群の出現がみられる。即ち 12月では 9.5_ 1 1. 0 c:m， 1 5日で

は 8.5-9.0仰に. 1 9日では 7.5- 8.0仰にモードがある。
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昭和 37年， 1 2月 : 前月より大型群が出現しており， 1O.5--11.ocm， 8.5cm， 

9.5 cmにモードを有する群が見られる。以上の結果から詳の交代が著しく，成長に

伴うモードのずれは明らかでない。

昭和38年， 9月 : 昨年中旬では， 9. 5 --1 0仰にモードが見られたが，本年は，

1 7日， 2 4日ともに 6.0 --1 2. 0 cmの聞に広く分布し，モードは 7.0 --7. 5 cmお

よび 11. 0 --1 1. 5cmにある。 29臼になると小型訴が消失し， 1 1.5cmにモード

を有する l'鮮となる手

1 0月:上旬では前片と同様に 6.0 --1 2. 0 cmの聞に分布し， 7. 0 --7. 5 cm， 1 1.0 

cmにモードが見られる。?月では小型群が見られず， 1 1. 0 --1 1. 5 cmの 1峰が明

瞭で，昨年よりやや大型となっている。

ii) 肥満度

昭和 37年

1 1月 12臼--1 2月 17臼までの調査では， 6. 5 --1 2. 5 cmの聞に分布し， 1 2月中

旬て最小のイ直を示している。

昭和 38年

9月 17日--1 0月?日までの調査では 6.5--1 1. 5cmの聞こ分布し， 1日月には最大

値を示している。

第 5 表 カタクチイワν体長組成

場 船 岡

年月日
3 7 3 8 
1 1.1 2 1 1.1 5 1 1.1 9 1 2.1 3 12.1 7 9.1 7 9.24 9.29 1 O. 4 1 O. 9 

お活ト¥ 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数

5.5-

6.0-- 4 5 5 2 

6.5-- 5 4 4 

7.0- 5 20 ? ? 2 

7.5- 4 24 4 4 4 6 

8日~ 1 1 0 28 8 5 5 5 

8.5- 5 1 8 1 9 1 7 1 1 1 2 

?日~ 5 14 ? B 

9.5- 13 ? 2 1 5 2 2 2 

1 0.0-- 1 8 4 2 4 2 2 

10.5- 1 6 2 ? B ? 9 1 2 4 3 

1 1.0-- 1 4 1 1 4 26 26 15 1 9 24 

1 1.5-- 2 4 23 23 1 8 7 37 

12.0- 13 1 3 6 2 1 4 

12.5-- 2 5 

13.0-

言十 72 66 1 1 0 30 70 1 00 1 0 0 53 51 83 

平 均 10.33 8.87 7.93 1 1. 47 9.39 10.44 1 0.44 11.4 1 1 0.1 1 1 1.6 9 

標準偏差 0.89 0.78 日70ト土o7 1 1.68 1.68 2.00 1.79 0.49 
ーし 一 一
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E マサパ

i) 体長組成(第4表参照)

6月 . 17-31仰の聞に分布し. 2 0 -2 0.5 cm.及び 21. 5 - 2 2. 0 cmにモード

が見られる 0

7月 2 1 - 2 9.0仰に分布し. 2 3 - 2 5cm. 2 5. 5 - 2 7 cmにモードがある。

8月 . 2 1. 5 - 2 7. 0 cmの狭い範囲に分布しており. 2 4.5cmにモードがある。

?月 16-34cmの広い範囲に分布し. 2 4. 2 5. 5. 2 7. 2 8. 5 cmにモードが

ある0

1 0月 . 2 5.5 - 3 4.5仰の聞に分布し. 28-30cmにモードが見られる。以上より

1 0月中旬を最高として大型群の出現が見られる。

ii) 肥満度

9.5 -1 7.0cmの聞に分布している。♀では 6月と?月に高<.合では?月に高い値を示し

ている。

第 4 表 マナペ体長組成

場 所 睦 ケ 沢 場 所 健 ケ 沢

月 日 627 7.22 8.7 9:10 10;16 1023 )j 日 627 722 8. 7 9:1 0 10.16 1023 

孟訪¥尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 両論¥尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数
15.5- 26.5- 5 6 4 ι 11 

16.0- 27.0- 5 5 五 B 7 14 

16.5- 27.5- 5 4 6 10 11 

17.0- 2 2 28.0- 4 2 2 13 11 

17.5- 2 28.5- 5 2 6 12 8 

18.0- 2 2 29.0- 5 2 5 11 7 

18.5- 4 29.5- 5 12 11 

19.0_ 6 30.0_ 2 10 1 

19.5- 10 30.5- 5 5 5 

20.0- 13 31.0- 2 4 2 

20.5- 12 31.5-

21.0- ι 1 32.0- 5 

21.5- 10 32.5-

22.0- 10 33.0-

22.5- 5 5 5 33.5-

23.0_ 5 2 10 2 34.0- 2 1 

23.5- 1 1 12 2 34.5-

24.0- ? 14 ? 35.0-

24.5- ? 19 5 言十 114 54 100 97 100 89 

25.0_ 4 11 5 平 均 2571 2470 26.18 29.10 28D5 

25.5- 5 16 11 4 標準偏差 3.48 123 3!t7 1.s4 1.49 

26.0- 3， 4 2 ? 2 5 
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E マアジ

i ) 体長組成(第 5表参照)

本年は 10月 2副の調査であるが，結呆は中旬では 17. 5 - 2 9. 0 cmの聞に分布し. 1 9. 5 

_2  0目 5仰の 2峰が明瞭である。下旬になると 14.0 - 2 2.5仰の闘に分布し，大型岩手が消失

し， 1 8. 0 - 1 8. 5 cmにモードが見られる。

ii) 肥満度

9. 0 - 1 5. 5 cmの聞に分布していて，平均値では半が8より僅かに高く，同を返って高くなつ
っている。

第 5 表 マアジ体長組成

場 所 睦 ケ 沢 :1;¥品 所 睦 ケ 沢

月 日 1 0.1 5 1 0.2 2 月 日 1 0.1 5 1日22

議ト~ 尾 数 E主 数 議ト¥尾 数 宅 数

1 4目。 1 22.5 2 

14.5 23.0 1 

1 5.0 2 23.5 1 

15.5 2 2 4.0 

1 6.0 24.5 

16.5 2 25.0 

17.0 5 25.5 

17.5 1 B 26.0 

1 8.0 5 22 26.5 

18.6 6 21 27.0 

1 9.0 1 6 18 27.5 

1 9.5 23 1 8 28.0 

20.0 1 2 8 28.5 

20.5 19 8 29.0 

21.0 2 2 言十 94 120 

2 1. 5 4 2 平 均 20.22 1 8.45 

22.0 5 i 標準偏差 1.36 1. 28 I 

N スノレメイカ

i ) 外套長組成(第 6表参照)
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8月 1 9.5 - 2 6.5仰の聞に分布し， 2 4cmにモードが見られる。

?月 20_28cmの聞に分布し， 2 2， 2 3， 2 4. 5 cmの 5つの峰が見られる。

1 0月 17-29cmの広い範圏に分布し. 2 3.5 - 2 4. 5cmの聞にモードが見られる。

1 1月 : 中旬では 21. 5cm以下の小型群が消失し，モードは 23 _ 2 4cm. 25 -25.5 

cmの2つが見られる。下旬では 22_  2 9.5cmの闘に分布し，モードは 25cmに

ある。以上の結呆より例年通り， 1 1月中旬を最高として漸次大型化している。



ii )肥満度

BW/M J ×105により検討したo 1 6. 5 - 2 9.5 cmの聞に分布し，♀では 8-1 0月
迄は減少し， 1 1月中旬で最大の 23.3 6を示している。合では?月を除き，漸増の傾向があ

る。

第 6 表 スノレメイカ外套 長分布

場 所
躍ケ沢

矢越出 矢越出 矢越出 矢越出NNW25 

月 日 8. 1 9 9. 2 2 1 O. 1 9 1 1. 1 3 1 1. 2 7 

両;n-.... 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数 尾 数

17.0- 2 

17.5- 1 

18.0-

18.5-

19.0-

19.5- 1 2 

20.0- 2 2 

20.5- 五

21.0- 1 5 2 

21.5- 2 4 

22.0- 4 9 5 5 2 

22.5- 5 5 5 2 

23.0- 4 7 色 ? 4 

23.5- 5 5 8 ? B 

24.0- B 5 7 ? 8 

24.5- 6 ? B 8 1 0 

25.0- 5 3 9 12 

25.5_ 5 5 5 ? 7 

26.0- 5 2 ? 

26.5- 5 2 5 

27.0_ 4 2 

27.5-

28.0_ 1 1 1 

28.5-

29.0-

29.5-

計 49 6 1 6 1 64 68 

平 均 23.91 23.6 0 23.52 24.57 24.9 3 

標準偏差 1.64 2.30 2.1 1 1.511 1.40 
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